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轍【わだち】

車が通ったあとに残る輪の
跡という意味から、「先人た
ちが築いてきたものを大切
にしながら、未来へとつない
でいく」という思いを込めて
つけました。

／最新の出来事

／障害者の暮らしぶりを紹介

／福祉で頑張る人たち

／障害者の光る感性

／支援者からのメッセージ

／取り組み報告
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これまではメンテナンス事業
と食品加工事業の運営を

行ってきました。事業を運営して
いく中で様々な課題も出てきまし
た。課題解決をしていく中で、
もっと何か「目に見えて楽しめる
仕事」は無いだろうかと思案検
討を重ねてきました。その中で、

『食事』はどうだろうか？　暮ら
しの中で必ず出てくる食事は、
人を豊かにし、団欒を作る重要
なカギとなる場面だよね。美味し
い食事を作って、皆さんに喜ん
でいただこう！「皆さんの顔が見
え、喜んでいただける仕事」で
ある配食調理という仕事に惹か
れ、平成２９年４月よりメンテナン
ス事業と配食事業に業務内容を
シフトして本格始動することとなり
ました。
　業務内容は、福祉工場にて
食材加工・配送を行い、配送
先で加熱調理して喫食していた
だくというスタイルです。
　平成２７年１０月から準備が開
始。他県の配食をしている事業
所の見学研修と並行しながら高
知県アドバイザー事業を活用し
て、多くの方々のお力添えをい
ただくことになりました。
　平成２８年４月より配食に必要
な野菜カットなど原料加工を研修
し、社員一人ひとりの個性と特
徴を大切にしながら業務分担が
できるようにしてきました。
　食事の内容にも工夫を凝ら
し、管理栄養士が献立を作成し

福祉工場配食事業開始
福祉工場かがみのは、「配食事業」を

新規事業として開始することとなりましたので紹介します。

ます。主菜をメインに副菜二品、
汁物、果物と味や彩りも工夫し
ています。
　その研修の成果も確実に実を
結び、現在は８０食分の配食が
準備できるようになりました。
　ビックリしたのは、社員さんの
仕事の丁寧さと器用さです。
私たち職員が知らなかっただけ
なのか？　今まで創意工夫して
いなかったのか？　少しの手だて

（わかりやすくする）があれば
出来ることがドンドン増えてきてい
ます。目標 300 食もそれほど遠
い目標ではないようです。
　医食同源という言葉にもある
様に『食』は命の源です。そ
れには、きちんとした衛生面へ
の取り組みが重要となってきます。
　ＨＡＣＣＰ（ハサップ）やＩＳＯ
９００１などの衛生管理に関す
る講習を受け、施設設備をはじ
め「安心安全な食材提供」が
できる事業所認定が受けられる
ように事業所職員、社員一丸と
なって猛勉強中です。「食の安
全性」が社会的にも問われてい
る今日、皆さんが安心して召し
上がっていただける様にしたいと
思っています。
　社員さんの反応は、興味津々

ではあってもはじめての仕事で
す。「調理」何するの？「包丁
怖い」等の言葉も皆さんと話し
合いをはじめた当初は出ていまし
たが、いざ研修がはじまり、仕
事をはじめてみると「面白い！」

「楽しい！」という言葉が出てき
て、ネガティブな言葉を話してい
た人が、今ではリーダー的な存
在となりみんなをグイグイ引っ張っ
てくれています。
　包丁やピーラー・計量器の取
り扱いにも慣れ、野菜の皮剥ぎ・
カット等も繰り返し取り組んでいく
ことでスキルアップしています。
仕事の成果が見えやすく、道具
を使ったりすることで興味関心が
高まり、出来ることが増えること
で、彼らの自信にも繋がり、今
では全員「今の仕事は出来上
がりが分かるし、みんなから美味
しいと言ってもらえるきえい」と生
き生きした表情で仕事に取り組
んでいます。
　メニューも多くの方のお力添え
やアドバイスをいただき、「誰が
食べても美味しいと感じてもらえ
る物に」を念頭におき、一つひ
とつ丁寧に試作を重ねレシピを
完成していきました。主菜、副
菜、汁物と２００種類以上用意

することができています。
　配送は、冷蔵冷凍車を２台用
意し温度管理を徹底し安全・ス
ムーズに配送できるよう努めてい
ます。
　配食を利用されている皆さん
からは、「おいしかったで」「今
度は何？」「待ちゆうき（待って
いるから）」との言葉を聞き、社
員・職員一同「嬉しさ」を噛み
しめながら取り組むことができて
います。皆さんから喜んでいた
だける。この事が、仕事の励み
に繋がり意欲へと繋がることがで
きています。「安心安全な、美
味しくいただけるメニュー作り」
を目標にこれからも取り組んでい
きたいと思います。
　平成 29 年 4 月より事業所名も
変更することとなり、「ＳＯＲＡ」
と決定いたしました。
　新しいロゴもできました。
　○は大きな空であり、地球で
あり、お皿です。広い空は、
みんなの頭上に平等に大きく広
がっています。「そら」はその様
子です。大きな空の下でおもいっ
きり働く様子です。　
　配食事業の「食」は「フード
ワークス」として「青」。
　メンテナンス事業の「クリー

ン」は「クリーンワークス」として
「緑」。
　2 つの事業をスタートします。

　全社員一丸となって事業の発
展に尽くして参ります。今後も変
わらぬご支援ご愛顧を賜りますよ
うお願いいたします。
　このように新しい事業展開がで
きるのも、多くの関係機関の皆
様の協力・支援の賜物でありま
す。この書面をお借りして感謝
申し上げます。

【お知らせ】
　漬ける・吹きかけるだけで除
菌できる便利な水「エコア水」
を使用しています。野菜の洗浄
や機器の消毒に適しており、衛
生的で便利な水です。
　ノロウイルスやインフルエンザ
予防に効果があるといわれてい
ます。
　１リットル２００円で、当事業所
にて小売りしております。
　ぜひ、この機会にご利用くだ
さい。
　　　　福祉工場かがみの　

柴田 国博

調理の様子…慎重に、丁寧に、心を込めて

美味しさを支える、道具の工夫 まだまだ多くのメニュー提供を考えています。

新設された厨房　プロ仕様です！



「ぶしゅかん作 業 へ 行
きたいです 」 そう

言ってＡさんは顔をほころばせま

した。9 月初旬、この時期は多
機能事業所「アオ」（以下「ア
オ」と記す）はとても忙しくし
ており、１日のうちに実に様々な
作業を行います。弁当作りの他
に公園、学校、社会福祉セン
ター、マンション、コンビニの清
掃作業、畑の農作業や草刈り
作業、雨の日はチラシ折込み作
業などの内職作業をしたりと毎日
充実して作業しています。Ａさ
んは利用６年目になり、一年間
の作業の流れを完全に覚えてい
て作業で戸惑うことはありません。
　仲間の利用者の方々と一緒
に毎日積極的な姿勢で頑張っ
ています。９月も終わりになると
四万十市では特産品の「ぶしゅ
かん」が収穫時期を迎えます。

「アオ」では一昨年前から地元
企業の『四万十ぶしゅかん株式
会社』より施設外就労として仕
事をいただき収穫作業と搾汁作
業を行っています。「ぶしゅかん
いつからですか」「もうすぐです
よ」「社員さんもまた作業一緒に
してくれるが？」「去年と同じ○
○さんだよ」作業が始まる直前
は質問攻めです。少しずつ涼
しくなり秋が近づいてくると「ア

オ」ではぶしゅかんが話題の中
心です。
　「へび取ったよ」「……（へ
び？）」自然の中で作業するの
でハプニングも沢山あります。
四万十川のほとりで青 と々した深
緑色の木々に囲まれて行う収穫
作業は、心に優しくリラックスす
るには最高の環境です。委託
農家を回り収穫することが多く、
様々な地域へ出掛けるので毎
日新鮮な気持ちで作業を楽しむ
ことができます。「毎日忙しいか
い？」「もう慣れたよ」ぶしゅかん
の作業を始めて２年目ですが、
農家の皆さんの声かけにこんな
頼りがいのある返事も大勢の利
用者さんが答えてくれます。
　四万十地域の固有種であるぶ
しゅかんは７年程前より地元商業
団体の働きかけにより四万十市
役所や高知県幡多農業振興セ
ンター、地元企業と農家の方々
で協力体制を築き、生産や商品
開発を進めています。一昨年、
四万十市観光協会より観光案内
のパンフレットのチラシ折込み作
業の仕事をいただいたことがきっ
かけにて、ぶしゅかん収穫作業

をしてみないかという提案があり
ました。以前より「アオ」では、
サンキュー弁当や給食の食材の
ために、簡単な野菜作りは行っ
てきました。しかし、施設外就労
として本格的な農業の分野は初
めての取り組みで、最初は作業
環境に対する不安がありました
が、社員の方々の協力があり入
念なミーティングを重ね、作業準
備を行いました。さらに収穫や
搾汁の作業現場では、利用者
の方と一緒に作業したうえで、
毎日様々な配慮をしてくださいま
した。初めてから２年目である今
年の作業は、終了までとても順
調です。
　そんな中、「アオ」では就労
継続支援Ｂ型の柱とするために
四万十市最大のぶしゅかん畑を
作ることを計画しました。名づけ
て「四万十ぶしゅかん農園」（そ
のまんまですね）。四万十川の
肥沃な土地に２００本以上のぶ
しゅかんを植えて育てる計画で
す。５年後にはきっと大きな実りと
なり、工賃向上に繋がると考え
ています。これから地域の方々
と交流を深めながら農園を続け

ていきます。「アオ」といえばぶ
しゅかん、そう言われる日も遠く
ないかもしれません。
　ところでみなさんにはあまり馴
染みのないぶしゅかんですが、
レモンや柚子のような香りの良い
柑橘類です。果実は深緑色で
大きさは拳くらいのサイズです。
一見して柚子と見分けが付きに
くいのですが木の特徴から判
別します。枝に棘があるのが柚
子、ないのがぶしゅかんです。
熟練してくると皮の艶や微妙な
形の違いで判別できるようになり
ます。また見た目はそっくりなの
ですが、香りと味は全く異なりま
す。柚子はご存知のとおりです
が、ぶしゅかんの魅力は、何と
いってもほんのり苦味のある爽や
かな香りと、それでいてまろやか
さをあわせ持った酸味。独特な
フレーバーですが、四万十川地
域や幡多の漁師町では古くから
庭先に植えられていて長く親しま
れてきました。焼き魚、酢の物
や寿司など、地元ではさまざま
な料理に合わせられています。
　ぽん酢やドレッシング、胡椒や
味噌とを合わせた香辛料。果汁

スマイル会がたくさんのメンバー
が集まる会になってほしいです。

【石川里美さん】
　バスで愛媛県に日帰り旅行に
行きました。まずはじめに、科学
博物館に向かいました。科学博
物館でプラネタリウムを見ました。
係の方が星座の説明をしてくれ
て、とても星空がキレイで感動し
たのを覚えています。星座の物
語は、とても神秘的で素敵でし
た。
　プラネタリウムを見た後は、きょ
うりゅうやトドの像を見てまわりまし
た。中には動き出すきょうりゅうの
像もありました。
　科学博物館を出て昼食を食べ
るためホテルへ向かいました。
ホテルに着き、昼食をみんなで

食べました。茶碗蒸しやひじきの
ごはん、れんこんのきんぴらやお
魚などが出てきました。どれもと
ても美味しかったです。
　ホテルを出て、アサヒビール四
国工場につきました。ビールが作
られるかていを説明してくれて、
職員さんの熱い想いが伝わって
きました。その後ビールやジュー
スの試飲もさせてくれて、みんな
とても美味しそうでした。
　みんなの絆が深まった旅行で
した。
　私は、スマイル会に参加
しはじめて、とても世界が
広がりましたし、毎日が
楽しくなりました。ぜひ
皆さんスマイル会に参加
してみて下さい。

【一圓佳子さん】
　私はおどりがすきです。この
写真は岩﨑さんと私がおまつり
で、よさこいをおどった写真です。
　岩﨑さんは、よさこい祭りの
“きらり”というチームで、私は山
田祭りの “ 市役所のチーム ” で
おどりました。あついなか、しご
とのあとのれんしゅうにもいっしょ
うけんめいにさんかしました。よ
さこいいっしょにおどりませんか？
市役所のチームでおどりません
か？　たのしいですよ。

　スマイル会で友だち
ができてたのしくなりまし

た。友だちになりま
せんか？
　以上がリーダー

３名の発表でした。

　日帰り旅行では、本人会活動
にあまりかかわることの少ない事
業所の職員にも参加をしてもらい
ました。いつも見慣れた顔では
ない職員に喜ぶ人も多く、今後
色々な事業所の方に広く協力を
お願いしたいと思いました。
　県大会の本人大会の盛り上が
りは素晴らしく、是非保護者、
職員の方にも見て、参加してい
ただきたいと感じております。
　今後のスマイル会では、「包
丁をつかわない料理教室」や防
災等についての座学、県下の
本人会との交流などを考えてい
ます。
　メンバーさんの情熱やがんばり
に応えられるよう、支援者も負け
ないようにコツコツと積み上げて

いき、活動を広げていきたいと
思っています。
　　高知県知的障害者育成会

小松 真奈美
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前号と引き続き、「スマイル
会」の活動についてお知

らせしたいと思います。

　今年の夏から、土佐山田駅
前にあるレストランで「スマイル
会ディナーパーティー」を月１回
最終週の木曜日に開催していま
す。10 人前後で集まり、皆めい
めいに好きなものを注文し、会
話を楽しみながら食事をしていま
す。最初は皆さん緊張していま
したが、今ではうちとけておしゃ
べりも弾んでいます。「ディナー
パーティー」で色々話をしたこ

とで、「日帰り旅行」や「県大
会」へと繋がりました。年末には

「クリスマスパーティー」を開催
しました。
　11 月20日には県下のメンバー
さんに呼びかけて、愛媛県に日
帰り旅行に行きました。アサヒビー
ル四国工場、愛媛県立総合科
学博物館を見学し、リーガロイヤ
ルホテル新居浜で食事を楽しみ
ました。本人参加 26 名、支援

者 5 名とたくさんの方が参加さ
れ、交流ができました。
　12 月 11 日には「第 59 回手
をつなぐ育成会高知県大会本
人大会」に参加をし、スマイル
会の活動報告、仲間の募集で
集まった５人で今話題の『ＰＰＡ
Ｐ』と『恋ダンス』を披露。練
習はとても楽しい雰囲気で行わ
れ、支援者葛目さんのキレのあ
るダンスをお手本に、一所懸命

に取り組みました。
　それではスマイル会のリーダー
が、県大会で発表した内容につ
いてご紹介致します。

【岩﨑五月さん】
　スマイル会は在宅の本人会で
す。本人会の中心メンバーは少
ないけど、新しい仲間が１人ふ
えて、行事を話し合って決めたり
して、とても楽しいです。スター
トしてまだ１年だけど、いずれは

日帰り旅行　みんなで乾杯！

収穫の様子

ぶ酎ハイシロップとぶしゅっと

加工場のみなさん ぶしゅまろクン

ダンス

県大会での発表

月一回開催のディナーパーティー

陽が沈み始めた夕刻、ホー
ルで電気を消し、スケー

ターで遊ぶ男の子がいました。
ホールには、その他数名の児
童が、編み物やごっこ遊びをし
て過ごしていました。男の子は
以前にも電気を消し、スタッフと
遊んでいたのを思い出し、又裁
縫をしている児童もいた為、もう
一ケ所の部屋で遊ぶことを提案
しました。するとホールで縫物を
していた女の子が「○○君、
電気消してもいいで。でもこっち

（自分たちが過ごしているエリ
ア）の電気は、つけちょってよ」
と、男の子に伝えていました。
男の子は、同じホールで一緒に
遊びたかったのでしょう。友達
から言われた言葉が嬉しくて、
玩具置き場へと向かって行きまし
た。女の子の発した言葉は、
ホール全体をあたたかな雰囲気
に包み込んでいました。
　子どものさりげない言葉や、
行動の裏に隠された思いに、
ハッと気づかされる瞬間がありま
す。子どもの立場にたち、子ど
もの目線にたつことで大切なもの
を感じ、子どもの姿から教えら
れることがあります。広い観点
と柔軟な思考で関わることの大
切さ、その一瞬一瞬の気づき
や子ども達の姿、変化、成長

は、かけがえのない時間でもあ
ります。様々な出会いや経験の
中で、多くのことを学んでいく子
ども達。成長を見守り、時には
手助けし、サポートしていきなが
ら、関わらせていただいている
日々 です。
　放課後等デイサービスは、放
課後や代休日、長期休暇に身
近な地域で安心して楽しく過ご
すサービスを提供しています。
遊びや学び、人との関わりなど
通して、生きてゆく力を身につけ
ていきます。嬉しい、楽しい、
できた、またやってみたい、様々
な経験から、意欲や達成感を
感じ、自信へと繋がっていきま
す。しかしその成長過程では、
自分の思いがうまく伝わらなかっ
たり、落ち込んでしまうこともあっ
たりします。小さなサインを見逃
さないように、一人ひとりの手立
てを考え、環境を整えていきな
がら、小さなことでも認めて褒め
て、大切な存在であることを伝

えていきながら、日々 大切に過ご
しています。　　　　
　香美市教育の日の学校見学
やケア会では、将来の子どもた
ちの姿を思い描きながら、今と
いう時間は、夢に繋がっていく
架け橋であると感じました。児
童発達管理責任者と共に同席
したケア会では、保護者の方や
相談支援員さんはじめ各関係
機関が集まり、情報交換しあう
中で、サポート体制が整い、支
援の輪が広がっていくのを実感
しました。困りごとや悩みごとな
ど、ご本人の思いやご家族の
思いは、深く計り知れない思い
であったりします。迎えに来られ
る保護者の方の笑顔や、和や
かな雰囲気からは、想像できな
い強さと優しさが感じられ、同
時に子どもさんと歩んできた日々
の様子が脳裏に浮かびあがっ
てきました。ご家族の気持ちに
寄り添い共感し、放課後等デイ
サービスでできることは何である

のか、出会いを通して新たに気
づかされる思いでもあります。
今出来ることを見つけていきなが
ら、連絡帳やお迎えの時に、子
どもさんの様子や情報を交換し
合い、日々小さな気づきや思い
をキャッチしながら子どもさんが
しんどくならないよう、職員間で
情報共有し、日々の振り返りを
大切にしています。成長と共に
変わりゆく子ども達だからこそ、
関係機関と連携しあい、一人の
子どもに対して、たくさんの人達
が関わりあい、支えあえるよう、
安心できる地域の居場所であり
たいと思います。　
　最後に、子ども達一人ひとり
は、認められ、受け止められ、
自分を大切にする思いと共に自
分らしく、そしてそれぞれの輝き
を放ち歩んでいくと思われます。
子供さんの姿から見えてくること
や思いには、深い意味が込め
られ、可能性の広がりや夢もた
くさん詰まっています。信じ、時
には待ち、そのお子さんにしか
もっていない魅力を大事にし、
どんな場面でも相手の立場にた
つことを忘れず、あたたかな目と
手と心を大切にしていきたいと思
います。
　　　放課後等デイサービス

野口 あゆみ

　　　　　今回在宅者の
　　　　　本人会活動

スマイル会

多
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能
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所
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いっぱいのオリジナルドリンクや、
今年の新製品のぶしゅかんス
パークリングリキュール「ぶしゅっ
と！」など。毎日「アオ」のみん
なでどんな料理に使われるか、
どんな人達に飲んでもらえるかを
思い浮かべて作業に出掛けまし
た。収穫は５人、搾汁は３人と
少数精鋭でしたが途中メンバー
を交代しながら、体に負担が掛
からないようにシーズン最後まで
楽しく行うことができました。
　「アオ」の施設外就労は今ま
で清掃業務を柱としてきました
が、将来は地域との交流をより
深めるためにも農業と福祉の新
しい関係を築いて「アオ」の新
事業として確立したいと思ってい
ます。高齢化の影響で耕作放
棄地が目に見えるように増えてき
た四万十市ですが、地域の方々
と手を取り合い協力関係を築き
上げて、地域活性化へ少しでも
力になればと今後も模索していく
つもりです。
　ぶしゅかんの名を始めて聞か
れた方はこの機会にぜひご賞味
ください。ちなみにお勧めはぶ
しゅかんのチューハイです。ぶ
しゅかんキャラクターであるぶしゅ
まろクンが丹精こめて作っ た
「ぶ酎ハイシロップ」は
絶品です。
　多機能事業所
　「アオ」

仙石 学

子ども達の夢に向かって



昨 年 12 月 8 日、多くの方
のご理解とお力添えで、

県民文化ホール２階に「喫茶
Café Sonne」がオープンしまし
た。高知市にある「作業所ひま
わり」の喫茶２号店になります。
　店内は、高い天井に白熱球

のほんのりとした灯りの空間。
ジャズの BGM にちょっと大人の
昭和レトロな雰囲気で、くつろぎ
のひと時を過ごしていただけま
す。
　主なメニューは、日替わりラ
ンチや、四万十鶏のカレー、

四万十ポークの豚丼で、どれも
絶品です。「パワーズ山田」
や「香南くろしお園」の野菜、
地元の食材を使ってヘルシーで
体に良い料理を提供していきま
す。スイーツは、「らいふ」のゼ
リーを使用したパフェなどを提供
しています。
　今回出店の目的は、利用者
の工賃向上と、新卒者の「喫
茶ひまわりで働きたい」という希
望に応えるためでした。と同時
に、各事業所で製造した商品
を通じて障害者の働く姿を見て

いただき、障害者理解を広げて
いきたいと考えています。
　また今回、高知市内のカフェ
ポエムさんのご協力で、コンビ
ニコーヒーとの違いを出すため
に、手入れコーヒーに挑戦して
います。手入れコーヒーは、お
湯の温度と豆の挽き具合等とて
もデリケートですが、利用者が
一杯一杯丁寧に点てています。
ホール全体に漂うコーヒーの匂
いがまた格別です。
　Sonne（ゾネ）という名前の
由来は、ドイツ語で「太陽」と

いう意味で、太陽のように輝き、
笑顔を絶やさず、ご来店してく
ださったお客様に満足していた
だけるようにおもてなしをしたい
と考えてつけました。また、土
佐弁で「……ぞね」と言いま
すが、日頃慣れ親しんだ語尾で
すのですぐに覚えていただける
と思います。
　近くにお越しの際は、是非足
を運んでみて下さい。素敵な笑
顔が待っていますよ。
　　　　　作業所ひまわり　

前田 和也

オープン！！

喫茶 Café Sonne （カフェ ゾネ）
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機関紙「わだち 轍」に関するご意見・
ご感想などございましたら、下記連絡先
までお寄せください。
いただいた貴重なご意見を今後の機関紙
づくりの参考とさせていただきたいと思
います。

社会福祉法人 高知県知的障害者育成会
TEL 088-855-3717
FAX 088-855-6181

ご意見・ご感想高知県障害者美術展入選者

笑顔で皆さまのお越しをお待ちしています

田内直也「雛飾り」

柿内貞男「共に生きる」 和田義実「一人ではない」 金堂千晴「いろはにほへと」

尾原幸恵（褒状）「日本昔話（７つの童話）」 かがみの育成園４寮「一富士二鷹三茄子」

●書道の部

金堂 千晴、依光 椋子、柿内 貞男、和田 義実、小野 昭子、中澤 望

●工芸の部

パワーズ山田チームお針子、田内 直也、安藤 充洋、松崎 成男、笹岡 政代、杉本 梓、尾原 幸恵（褒状）

●立体作品の部

田内 直也、かがみの育成園４寮

●絵画の部

小原 真紀、武井 育美、田内 直也、石川 里見、田中 鈴子、尾原 幸恵、柿内 貞夫、速瀬 博隆、倉本 遏、有光 多美、笹岡 政代、

パワーズ山田チームペインター、岩浅 恵美子、澤井 菊美、浜田 俊邦、井浦 美琴、杉本 梓、筒井 ゆり、橋本 加代


